
　かかりつけの医師とは日ごろから診察や健康管

理をしてくれる身近なクリニックや診療所の医師

のことです。かかりつけの医師を持っていると、本

人や家族を含めた病歴、体質、検査歴、生活習慣など

を把握してくれているため、ちょっとした異変でも

病気を早期に発見することができるとともに、必要

に応じて適切な専門医や高度先進医療を行う病院

などを紹介してくれます。いざというときには電話

で対応してくれたり、通院ができなくなった場合

に往診をしてくれる医師も増えているので、高齢

者が健康を維持するために、かかりつけの医師の

存在は大きな支えになります。

　歯科医師についても同様です。かかりつけの歯

科医師を持ち、定期的に歯（義歯）や口の中の状

態をチェックしてもらうことが、全身の健康づく

りに大きく役立ちます。

かかりつけの薬局を持つことも
大切です
　最近では、医師の診察を受けて処方せんをもらい、
外部の保険調剤薬局で薬を受け取る院外処方が一般
的になっています。できれば自分の家の近くなど便
利なところにかかりつけ薬局を持ち、複数の医療機
関にかかっている場合でも同じ薬局から薬を受け取
ることをおすすめします。

かかりつけ薬局のメリット
●自分の薬歴やアレルギーなどを把握してくれる
●複数の医療機関から薬を処方されている場合、薬
の重複や相互作用の危険性をチェックしてくれる

●ジェネリック（後発）医薬品の利用について相談できる
●市販薬やサプリメントの利用についても相談に
乗ってもらえる

「お薬手帳も活用しましょう」

かかりつけの医師を持っていると…

どんな病気でも相談できる

適切な専門医や病院を
紹介してくれる

自分の健康状態を
把握してくれている

専門的な治療が済んだ後の
療養管理を引き受けてくれる

医療費のムダ遣いを
しなくて済む

持っておこう
身近な医師・歯科医師を
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かかりつけの医師・歯科医師の存在が大きな支えになる

新　薬

ジェネリック

～ジェネリック医薬品を利用してみませんか？～

上手に医療費を節約
ジェネリック医薬品とは？

　効き目や安全性が実証されているお薬（先発医薬品）と主成分が同一であることなどが審査され、
国から製造・販売が承認された安価なお薬です。

先発医薬品より安価で経済的ですポイント

開発期間が短く、開発コストが抑えられるので
お薬代が安くできます。

（注1）

（注2）

●すべての先発医薬品に対してジェネリック
医薬品があるわけではありません。
●医療機関・薬局では常備できる医薬品には
限りがあります。医薬品によっては、取り
寄せるなどご利用するのに時間がかかるこ
とがあります。
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ジェネリック医薬品に切り替えるには？
かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。
※処方せんの「変更不可」欄に医師のサインがなければ、薬局で変更できます。

病院・診療所にて… はい、
このお薬なら
変えられますよ。

先生、このお薬は
ジェネリックに
変えられますか？

薬局にて…

処方せんは
これですが、
ジェネリックに
変えられますか？

3種類のお薬が
出てますね。

2種類はジェネリックに
できますよ。

※大阪府後期高齢者医療広域連合では、「ジェネリック医薬品希望カード」を
　ご希望の方にお渡ししています。 医師・薬剤師とご相談する際にご利用ください。

先発医薬品と色・大きさ・形などが異なる場合
があります。
使用できる病気（効能）が異なるなどの理由で
切り替えることができない場合があります。


